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池田先生は、抗体医薬品の弱点である組織浸透性の低さ
や長期投与による薬物抗体生成などの克服を目指し、
VHH 抗体 (Nanobody) よりも小さい「ミニチュア抗体」
の開発に取り組まれています。
別途開発中の in silico ペプチド設計手法 ”PeptiCraft” を
組み合わせることにより、オリジナルと同等の結合力を
持つミニチュア抗体 (KD = 14.7 nM) を設計・実証するこ
とに成功しました。本講演では本成功例と最近の派生的
成果についてもご紹介いただきます。
事前登録は不要です。奮ってご参加ください。
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